デメリットへの反論

１． アメリカの事例は日本にあてはまらない。
アメリカはたくさん汚染物質を発生させる石炭火力発電をベースにしているから。
フリージャーナリストの吉田八束氏は、２００２年発行「原子力のいまがキチッとわかる本」の中で以下のように述べています。
「【１９９９年の】主要国の総発電電力量を電源別にみると、原子力発電設備を最も多く保有しているアメリカは、原子力の割合が約２０％です。最もウエートが高いのは石炭火力で、国内に巨大な炭田をもっている強みから約５２％を占めています。（中略）大気汚染の問題を考えると、石炭の選択は課題がのこります。」


２． 火力発電所から出される大気汚染物質の量はたいして問題ではありません。
なぜならば、大気汚染の原因である窒素酸化物はほとんどが自動車の排気ガスによるものだからです。
政治経済評論家の舛添要一氏の著書「完全図解日本のエネルギー危機」（1999年、東洋経済新報社）ｐ44より
　ちなみに、日本のSOx、NOxの発生源の構成を見てみると、それぞれ、運輸49％、46％、産業23％、36％、発電22％、14％、その他7％、4％である。

３．火力よりも原子力のほうがより多くの石油を使っている。
１９８６年発行　原子力の経済学の中で一橋大学助教授の室田武氏は以下のように述べています。　
「３０４億キロワット時の電力を産出するために、原発ではおよそ７８～５１０兆キロカロリー相当の石油（ないし石炭）投入が必要とされるのにたいして、火力発電では７４～８７兆キロカロリー程度でよい、ということになる。したがって、発電という目的に限ってみても、原発が火力発電より石油を有効に利用するという決定的な論強は実は何もないということがわかる。」
